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第 5 章では、8 つのカラムからなるラボスケールの ABR リアクターを用いて模擬魚加
工廃水の処理実験を行った。その結果、全 COD 除去率で 98％を達成した。ABR リアク
ターの 8 つのカラムが有機物の嫌気分解の各段階を区画分けしたことが高い COD 除去率
の要因であると考えられた。  
第 6 章では、魚粉製造工場に設置された 12 のカラムからなる容積 18.8 m3の実 ABR リ
アクターを用いて処理試験を行い性能を把握した。実験の結果、容積負荷 2.1±1.3 kg 
COD∙m-3∙day-1の条件において COD 除去率約 96%を達成した。また、保持汚泥の微生物
群集構造解析と各カラム内の VFA 濃度から、1-2 槽目のカラムは加水分解、3 槽目のカラ
ムは酸生成、それ以降はメタン生成と区画分けがうまく機能している事を確認した。この
結果を踏まえ、第 7 章では ABR リアクターに付加する DHS システムの設計を行った。 
第 8 章では、ABR リアクターに DHS システムを組み合わせ COD 除去率のさらなる向
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